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年
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(上
)
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山
口

隼
正

(入
来
院
家
現
蔵
の
新
史
料
)

人
来
院

(い
り
き
い
ん
)家
と
は
､鎌
倉
中
期
に
関
東
の
相
模
国
渋
谷
荘
(秤

奈
川
県
綾
瀬
市
)
か
ら
南
九
州
の
薩
摩
国
人
来
院

(鹿
児
島
県
薩
摩
郡
入
来

町
)
に
地
頭
と
し
て
下
向
し
た
渋
谷
氏

1
族
で
'
し
だ
い
に
土
着
し
'
南
九

州
に
お
い
て
守
護
家
島
津
家
に
つ
ぐ
大
族
と
な
っ
た
｡
入
来
院
家
文
書
を
の

こ
す
が
'
こ
れ
は
'
朝
河
貫

一

(米
国
エ
ー
ル
大
学
教
授
､
近
代
日
本
が
生

ん
だ
最
大
の
国
際
的
歴
史
家
)
の
代
表
作

『T
h
e
D
o
cum
ents
o
f

Zriki

(入
来
文
書
)』
(日
英
両
文
合
冊
｡

1
九
二
九
年
'
エ
ー
ル
大
学
出
版
会
･

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
会
発
行
)
に
よ
り
国
際
的
に
有
名
と
な
っ
た

史
料
群
の
中
核
で
あ
り
'
日
欧
封
建
制
比
較
研
究
に
と
っ
て
壊
適
な
素
材
で

あ
る
o
『入
来
文
書
』
(日
英
両
文
)
は
'戦
後
二

九
五
五
年

(昭
和
三
〇
)

に
我
が
国
で
再
刊

(増
訂
)
さ
れ
'
人
来
院
家
文
書
の
本
体

(い
わ
ゆ
る
古

文
書
)
は
'
や
が
て
六
六
年
'
現
地
入
来
町
の
人
来
院
家

(当
主
人
来
院
垂

尚
氏
)
を
離
れ
'
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
と
な
っ
た
｡

そ
も
そ
も
入
来
院
家
文
書
は
二

九

1
九
年
(大
正
八
)
の
朝
河
貫

二
二
五

年
の
史
料
編
纂
所

(龍
粛
編
纂
官
t
の
ち
所
長
)
に
よ
る
現
地
で
の
史
料
調

査
以
来
､冒
頭
の

｢
一
番
｣
～

｢八
番
｣
は
欠
け
て
お
り
､戦
後
の
再
刊

『入

来
文
書
』
に
お
い
て
は
､
｢九
番
｣
-
｢廿
六
番
｣
'
｢三
十
三
番
｣
～

｢三
十
六

山
口
‥
｢日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
人
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

番
｣
が
収
録
さ
れ
て
い
る
｡
か
ね
て
気
に
懸
か
っ
て
い
た
｡

史
料
編
纂
所
で
は
'
近
年
'

1
九
九
八
年

(平
成

l
〇
年
)
秋
に
企
画

展

｢入
来
文
書
の
世
界
｣
を
開
催
し
た
｡
企
画
展
に
先
立
ち
'
そ
の
九
八

年
の
夏
の
こ
と
'
同
僚
と
と
も
に
入
来
院
家

(入
来
院
重
尚

･
垂
弘
父
子
'

鹿
児
島
市
唐
湊

一
丁
目
在
住
)
を
訪
ね
調
査
し
た
結
果
'
そ
れ
ま
で
全
く
未

紹
介
だ
っ
た

｢
一
番
｣
～

｢五
番
｣
が
現
存
し

(な
お

｢六
番
｣
は
既
に
史

料
編
纂
所
所
蔵
だ
と
気
付
く
)
'
｢廿
九
番
｣
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の
と

き
の
入
来
院
家
調
査
の
詳
細
は
'
図
録

『入
来
文
書
の
世
界
』
(史
料
編
暮

所
二

九
九
八
年

一
一
月
)
の
総
説

｢入
来
院
文
書
に
つ
い
て
｣
で
記
し
た
｡

1
方
'
寺
尾
家
文
書

(寺
尾
家
も
同
様
に
渋
谷

一
族
)
は
'
そ
の
中
世
文

書
が
再
刊

『入
来
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た
後
'
現
地
人
来
町

(寺
尾
家
)
を

離
れ
'全
て
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
に
入
っ
た
が
'そ
の
近
世
部
分
に

『御

文
書
改
帳
』

1
冊

(宝
永
四
年
､
一
七
〇
七
)
が
含
ま
れ
て
い
る
.
こ
の

『御

文
書
改
帳
』
は
'
｢
1
番
｣
か
ら

｢州
七
番
｣
に
分
け
て
文
書
名
を
配
列
し

た
文
書
目
録
だ
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
'
先
年
'
再
刊

『入
来
文
書
』
の
目
次

と
の
対
照
な
ど
に
よ
っ
て
'
こ
れ
は
寺
尾
家
文
書
の
目
録
で
は
な
く
'
実
は

人
来
院
家
文
書
の
目
録
だ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
た

(五
味
克
夫

｢入
来
院
家
文

書
目
録
小
考
｣
'
『鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
人
文
学
科
論
集
』
二
二
号
'
昭
和
■



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

六
〇
年
)
0

こ
こ
に
'
『御
文
書
改
帳
』
(目
録
)
と
入
来
院
家
現
蔵
文
書

(な
い
し
史

料
編
纂
所
所
蔵
文
書
)
と
の
対
照
表
を
示
し
て
み
よ
う
｡

こ
の
表
に
見
え
る
史
料
は
'
要
す
る
に
何
れ
も
未
紹
介
史
料
で
あ
り
'
｢
一

番
｣
～

｢六
番
｣
は
系
図
類
で
あ
る
｡
こ
の
う
ち

｢五
番
｣
に
つ
い
て
'先
日
､

若
干
の
コ
メ

ン
ト
を
加
え

つ
つ

(解
題
)
'
そ
の
全

文
を職
場

の
紀
要
に
翻
刻
'

紹
介
し
た

(

｢入
来
院
家

所
蔵
平

氏
系
図

に
つ
い

て｣(上
)
･
(下
)
'
『長
崎

大
学
教
育
学
部

.社
会
科
学
論
叢
』
六
〇
号
･六

一
号
'
二
〇
〇
二
年
三
月
･

同
年
六
月
)
｡
こ
の

｢五
番
｣
は
巻
子
本

二

巻
)
で
'表
裏
両
面

(オ
モ
テ
'

ウ
ラ
)
に
書
か
れ
た

｢平
氏
系
図
｣
だ
が
､
特
に
ゥ
ラ

(鎌
倉
北
条
氏
系
図

草
案
)
は
'
極
め
て
詳
細
で
'
作
成
-
成
立
時
期
も
古
く
'
と
に
か
く
珍
重

二

な
古
系
図
だ
と
い
え
る
｡
北
条
氏
系
図
の
起
点

(原
初
形
態
)
に
近
い
の
か

も
し
れ
な
い
｡

さ
て
今
回
は
'
｢廿
九
番
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
｡
本
文
を
提
示
'
紹

介
す
る
が
'

1
往
'
全
文
を
筆
写
'
通
覧
し
て
み
た
の
で
'
こ
こ
に
前
以
て

若
干
コ
メ
ン
-
し
て
'
本
書

『日
本
帝
皇
年
代
記
』
の
史
料
的
特
徴
に
つ
い

て
触
れ
て
お
こ
う
｡

一

標
題

こ
の
｢廿
九
番
｣
の
表
題

(外
題
)
は
'
『日
本
帝
皇
年
代
記

廿
九
番
』

だ
が
'
表
紙
の
左
側
に
直
接
書
か
れ
て
い
る

(書
外
題
)
｡
こ
の
表
題
は
､

先
述
し
た

『御
文
書
改
帳
』
一
冊

(宝
永
四
年
､
1
七
〇
七
｡
寺
尾
家
旧
蔵
'

鹿
児
島
大
学
現
蔵
)
に
見
え
る

｢
一
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日
本
帝
皇
年
代
記
壱
冊

廿
九

番
｣
と
､実
は
同
筆
だ
と
気
付
く

(後

掲
'
図
1

-
図
2
参
照
)
｡
こ
こ
に

表
紙
は
'
こ
の
目
録

『御
文
書
改

帳
』
作
成
の
際
に
､
新
た
に
付
け
ら

れ
た
と
い
え
る
｡
こ
れ
以
前
に
表
紙

が
付
い
て
い
た
か
､
ど
う
か
は
何
と

も
い
え
な
い
｡
表
紙
の
寸
法
は
'
タ

テ
二
八
･四
セ
ン
チ
'
ヨ
コ
一
八
･八

セ
ン
チ
で
あ
る
｡
袋
接
で
'
四
つ
目

綴
じ
に
な
っ
て
い
る
｡

そ
し
て
内
題
は
､
同
様
に

『日

本
帝
皇
年
代
記
』
で
'そ
の
筆
跡
は
'



本
文
と
は
同
じ
だ
が
'
表
紙

(外
題
)
と
は
異
な
る
｡
本
文
九
三
枚

(内
題

以
下
)
'
表
紙
二
枚

(前
表
紙
'
後
表
紙
-
各

i
枚
)
か
ら
成
る
.

こ
の

『日
本
帝
皇
年
代
記
』
は
'
名
称
の
通
り
､
ま
た
類
似
し
た
書
名
を

も
つ

『皇
代
記
』
『皇
代
略
記
』
『皇
代
暦
』
『皇
年
代
略
記
』
な
ど
と
同
様

に
'要
す
る
に
天
皇
歴
代
の
年
代
記
だ
と
い
え
る

(注
-
)｡
そ
の
内
容
は
'

天
皇
の
直
接
記
事
の
み
で
な
く
'
天
皇
各
代
に
お
け
る
主
要
事
項
を
摘
記
し

て
お
り
'
こ
の
点
'
『皇
年
代
略
記
』
(群
書
類
従
巻
三
二
-
刊
本
第
三
輯
)

も
同
様
で
あ
る
｡

参
照
)
や
年
号

(改
元
年
｡
養
老
元
-
文
暦
元
､
七

1
七
～
二

一三
四
)
に

施
さ
れ
て
い
る

(黒
色
)
の
に
気
付
く
が
'
こ
の
こ
と
が
'
本
書
の
作
成
～

成
立
事
情
に
何
ら
か
関
連
あ
る
か
も
知
れ
な
い
(注
2
)｡年
代
記
に
お
い
て
､

声
点
が
施
さ
れ
た
例
は
そ
れ
ほ
ど
見
か
け
な
い

(補
注
-
)0

二

成
立

本
書
の
収
録
期
間
は
'
(神
代
)
｢天
神
七
代
｣
～
｢地
神
五
代
｣
～

(人

皇
)
｢神
武
天
皇
｣
～

｢今
上
皇
帝
｣
で
あ
る
｡
こ
こ
で
｢今
上
皇
帝
｣
と
は
'

そ
の
前
代
が

｢後
奈
良
院
｣
と
あ
る
の
で
'
正
親
町
天
皇

(在
位
弘
治
三
～

天
正

一
四
､
一
五
五
七
～
八
六
)
に
当
た
る
｡
本
書

『日
本
帝
皇
年
代
記
』

は
､

一
往
'
こ
の

｢今
上
皇
帝
｣
の
時
期
に
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
｡
た

だ
本
書
の
記
事
は
'
そ
の
後
'
書
き
継
が
れ
て

｢壬
午
十
九
｣
(寛
永

一
九

年
'
一
六
四
二
)
ま
で
見
え
'
さ
ら
に
年
次
の
み
の
表
記
だ
が
'
｢丙
戊
三
｣

(正
保
三
年
'

一
六
四
六
)
に
ま
で
及
ん
で
い
る

(後
光
明
天
皇
期
'
在
位

1
六
四
三
～
五
四
)
.
な
お
書
写
の
文
字
は
'冒
頭
(内
題
)
か
ら
｢突
亥
九
｣
(元

利
九
年
二

六
二
三
)
ま
で
は
概
ね
同
筆
だ
が
､
そ
の
翌
年
'
｢甲
子
寛
永
元
｣

二

六
二
四
)
か
ら
は
異
筆
だ
と
い
え
る
｡
ま
た
'
こ
れ
以
後
の
部
分

(寡

永
元
-
正
保
三
t
l
六
二
四
～
四
六
)
の
文
字
と
表
紙
(外
題
｡
宝
永
四
二

七

〇
七
)
の
文
字
と
は
'
別
な
筆
跡
で
あ
る
｡

そ
し
て
本
書
で
は
'
声
点

(漢
字
の
四
隅
に
声
調
､
清
濁
点
)
が
見
出
し

と
し
て
の
天
皇
名

(｢第
九

開
化
天
皇
｣
～
｢七
十
五

崇
徳
院
｣
'
[図
5
]

山
口
‥
F日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

三

構
成
'
内
容

[日
本
の
神
代
'
中
国
の
神

･
帝
王
]

本
書
の
冒
頭
は
'
神
代
の

｢天
神
七
代
｣
～

｢地
神
五
代
｣
で
あ
り
'
そ

の
下
段
に
'中
国
の
'
｢三
皇
｣
｢五
帝
｣
お
よ
び
夏
王

(夏
兎
)
-
殿
王

(商

渇

)
～
周
王

(文
王
～
恵
王
)
の
記
事
が
あ
る
が
､
実
は

｢三
皇
｣
以
前
に

つ
い
て
の
記
事

(盤
古
王
～
熔
人
民
)
も
あ
る
｡
日
本
の
年
代
記

(な
い
し

国
史
)
に
お
い
て
'
中
国
の
神
話
上
の
も
の
の
記
事
､
と
り
わ
け

｢三
皇
｣

以
前
に
つ
い
て
､
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
記
載
さ
れ
た
例
は
他
に

1
向
に
み
か
け

な

い
(注
3
)｡
珍
重
で
あ
る
｡

[天
皇
の
代
数
]

さ
て
本
書
に
お
い
て
は
'
神
代
の

｢天
神
七
代
｣
(第

一
～

第
七
)
｢地
神

五
代
｣
(第

一
～
第
五
)
に
続
い
て
人
皇

(天
皇
)
の
記
事
だ
が
'人
皇

(｢第

1

神
武
天
皇
｣
-

｢百
七

後
奈
良
院
｣)
を
通
じ
て
'名
称

(誼
号
'追
号
)

の
上
に
代
数
(通
し
番
号
)
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
｡
特
徴
を
挙
げ
て
み
よ
う
｡

○
古
代
だ
が
'
本
書
で
は
神
功
皇
后
を
代
数
に
入
れ

(｢十
五

神
功
皇

后
｣
)
'弘
文
天
皇

(大
友
皇
子
)
は
代
数
に
入
れ
て
い
な
い
｡
こ
の
点
'

殆
ど
の
年
代
記
(群
書
類
従
'続
群
書
類
従
に
収
録
の
も
の
を
は
じ
め
)

や
『本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
(群
書
類
従
巻
六
〇
-
刊
本
第
五
輯
所
収
な
ど
)

と
は
同
様
だ
が
'
冒
王統
譜
』
(原
物
未
見
)
や
現
在

一
般
の
年
表
な
ど

三



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
周
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

(天
皇
系
図
'
天
皇

一
覧
表
な
ど
)
と
は
異
な
る
と
い
え
る
｡

○
南
北
朝
期
に
つ
い
て
は
'
北
朝
の
み
を
代
数
に
入
れ

(｢九
十
七

光

厳
院
｣
～

｢百

一

後
円
融
院
｣
)
'
北
朝
年
号
を
使
用
し
て
い
る
o
こ

の
点
も
'
右
と
同
様
で
'
『皇
統
譜
』
な
ど
と
は
異
な
る
｡

○
〟廃
帝
″

と
し
て
'
｢四
十
七

淡
路
廃
帝
｣
(淳
仁
天
皇
)
｢八
十
五

九
条
廃
帝
｣
(仲
恭
天
皇
)
の
二
例
が
見
え
'
こ
の
点
､
他
の
史
書
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡

[天
皇
の
見
出
し
]

人
皇
-
天
皇
各
代
ご
と
に
'初
め
に
見
出
し

(代
順
+
天
皇
名
)
が
あ
り
'

そ
の
下
に
割
書
き
が
付
い
て
い
す
｡
例
え
ば

｢第

1

神
武
天
皇
｣
と
あ
っ

て
､
そ
の
下
に
割
書
き
部
分
が
備
わ
っ
て
い
る
が
'
こ
の
部
分
に
は
'
父
母

名
'
即
位
時
年
齢
'
即
位
年
'
在
位
年
数

(｢治
～
年
｣
)
'
崩
御
日
'
崩
御

時
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
若
干
コ
メ
ン
-
を
加
え
て
お
こ
う
｡

○
こ
の

｢第

一

神
武
天
皇
｣
に
つ
い
て
は
'
以
上
の
割
書
き

(父
母
名

～
崩
御
時
年
齢
)
に
続
け
て
'
｢神
武
即
位
元
年
'周
恵
王
十
七
年
辛
酉
､

仏
滅
後
二
百
九
十
年
也
｣
と
あ
る
｡
即
位
年
が
中
国
王
朝
の
何
年
に
当

た
る
か

(年
代
対
照
)
､仏
滅
後
何
年
に
な
る
の
か
を
記
し
た
も
の
で
'

斯
様
な
記
事

(様
式
)
は
ハ
本
書
に
お
い
て
は

｢廿
七

継
体
天
皇
｣

ま
で
見
ら
れ
を
.
斯
様
な
記
事
は
'
該
当
時
期
の

『日
本
書
紀
』
(勅

撰
史
書
)
で
は
見
か
け
な
い
が
'
『帝
王
編
年
記
』
(私
撰
国
史
)
に
お

い
て
見
ら
れ
る
｡
『帝
王
編
年
記
』
(巻
三
)
に
お
い
て
'
神
武
天
皇
の

即
位
に
つ
い
て
｢元
年
辛
酉
'仏
滅
後
二
百
九
十
年
､当
周
信
王
三
年
也
｣

と
あ
る
が
'そ
の
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
で
の
頭
注
に
は
｢倍
王
三
年
'

恐
当
作
恵
王
十
七
年
｣
と
記
し
て
い
る
.
.
こ
の
頭
注
I
校
訂
注
は
'
ま

四

さ
に
本
書

『日
本
帝
皇
年
代
記
』
の
記
事

(恵
王
十
七
年
)
に
符
合
す

る
｡
こ
れ
と
矧
様
な
例
は

｢第
六

孝
安
天
皇
｣
ま
で
続
き
'
そ
れ
ぞ

れ
の
頭
注
は
本
書
の
記
事
に
符
合
す
る
o
｢第
七

孝
霊
天
皇
｣
卜
｢第

九

開
化
天
皇
｣
に
つ
い
て
は
'本
書
の
記
事
と

一
致
し
'頭
注
は
な
い
｡

現
在
の
年
表
類
で
は
'
こ
の
点
'
本
書

『日
本
帝
皇
年
代
記
』
の
記
事

(-
見
解
)
と
符
合
し
て
い
る
(注
4
)｡
そ
し
て
｢廿

l

安
康
天
皇
｣

～

｢廿
六

武
烈
天
皇
｣
の
即
位
時
期
は
'
中
国
で
は
南
北
朝
時
代
に

当
た
る
が
'
対
応
年
号
が
'
本
書
で
は
南
朝
方

(｢東
普
｣-
宋
'
｢南

斉
｣-
斉
)
の
年
号
で
表
記
さ
れ
'
『帝
王
編
年
記
』
で
は
北
朝
方

(｢後

貌
｣-
北
貌
)
の
年
号
で
表
記
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
〟

仏

(滅
)
後
-
午

″

に
つ
い
て
は
'

一
貫
し
て

(神
武
～
継
体
)
'
両
書

(本
書
と

『帝
王

編
年
記
』
)
の
記
事
は

一
致
し
て
い
る

(注
5
)｡

O

｢十
四

仲
哀
天
皇
｣
(｢穴
戸
豊
宮
住
｣
)
～

｢
(三
十
)
欽
明
天
皇
｣

に
つ
い
て
は
'割
書
き
に
お
い
て
'天
皇
の
居
所
が
記
さ
れ
て
い
る

(逮

中
'
｢廿
八

安
閑
天
皇
｣
の
項
な
ど
例
外
も
あ
る
が
)
0

O
｢廿
八

安
閑
天
皇
｣
(｢講
広
国
押
武
金
目
尊
｣
)
か
ら
は
諒
が
'
｢四
十
八

称
徳
天
皇
｣
(｢号
高
野
帝
｣)
あ
た
り
か
ら
は
別
称
も
'
そ
れ
ぞ
れ

の
割
書
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
天
皇
居
所
や
請
に
つ
い
て
'

冒
五
年
代
略
記
』
(群
書
類
従
巻
三
二
=
刊
本
第
三
輯
)
に
お
い
て
は

初
め

人神
武
天
皇
)
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
が
'
本
書

(日
本
帝
皇
年
代

記
)
の
記
事
と
も
符
合
す
る
｡

○
下
っ
て

｢百
七

後
奈
良
院
｣
(在
位
大
永
山ハ
～
弘
治
三
二

五
二
六
～

五
七
)
以
降
は
'
見
出
し
に
割
書
き
部
分
は
備
わ
っ
て
い
な
い
｡

○
な
お
天
皇
の
即
位
時
期
は
'
見
出
し
の
割
書
き
部
分
に
は
記
し
て
な
い

が
'
｢耕

一

敏
達
天
皇
｣
(｢壬
辰
三

四
月
三
日
帝
即
位
｣
｡
壬
辰
三



=
金
光
三
年
､五
七
二
年
)
か
ら
は
該
当
年
の
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

[年
号
の
表
記
]

と
こ
ろ
で
本
書
は
'
｢廿
七

継
体
天
皇
｣
期
に
｢壬
寅
書
記
｣
｢突
卯
二
｣

I
と
あ
っ
て
､
こ
の
と
き
か
ら
干
支
-
年
号

･
年
を
記
す
こ
と
に
な
り
'

し
か
も
年
毎
に
改
行
し
て
ゆ
く
｡
表
記
が
形
式
的
に
丁
寧
だ
と
い
え
る
｡

○
年
号
に
つ
い
て
だ
が
'
は
じ
め
は

｢書
記
｣
(元
年
=
壬
黄
'
西
暦

五
五
二
年
｡
継
体
期
)
-

｢常
色
｣
(元
年
-
丁
未
'
六
四
七
年
｡
孝

徳
期
)
な
ど
､
い
わ
ゆ
る
古
代
年
号

(25
あ
ま
り
｡
後
世
つ
け
ら
れ
た

架
空
年
号
)
が
使
用
'
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
概
ね
こ
れ
ま
で
考
証
さ
れ

知
ら
れ
た
古
代
年
号
だ
が

(注
6
)､
こ
の
う
ち

｢書
記
｣
と

｢教
到
｣

の
間
に
'
本
書
で

｢正
智
｣
(あ
る
い
は

｢延
和
｣
)
な
る
年
号
が
見
え

る
の
は

(｢丙
午
正
智

延
和
元
年
イ
本
｣
,
五
二
六
年
'
継
体
期
)
､

他
に

一
向
に
見
か
け
な
い
年
号
表
記
で
あ
る
｡

1
般
に
は
'
こ
こ
は
古

代
年
号
と
し
て

｢正
和
｣
で
あ
る

(元
年
=
丙
午
'
五
二
六
年
'
継
体

期
)
｡
字
形
の
類
似
か
ら
し
て
'書
写
の
過
程
で
､
｢正
和
｣
が

(｢正
知
｣

～
)
｢正
智
｣
あ
る
い
は

｢延
和
｣
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う

(注
7
)｡

な
お
こ
こ
を

｢延
和
｣
と
す
る
〟イ
本
″

に
は
'
未
だ
出
会
え
な
い
｡

ま
た

｢定
居
｣
と

｢仁
王
｣
の
間
に
'
｢和
縄
｣
な
る
年
号
が
見
え

る
が

(元
年
=
戊
寅
'
六
〇
五
年
'
推
古
期
)
､
他
に
は

1
向
に
見
か

け
な
い
年
号
表
記
で
'
こ
こ
は

1
般
に
は

｢倭
京
｣
あ
る
い
は

｢和
京

縄
｣
｢和
景
縄
｣
で
あ
る
｡

O
｢天
平
感
宝
｣
～
｢天
平
勝
宝
｣
は
同
年

(己
丑
'
七
四
九
年
)
だ
が
'

本
書
で
は
後
者
の

｢天
平
勝
宝
｣
の
み
表
記
さ
れ
､年
号

｢天
平
感
宝
｣

に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
な
い

(注
8
)0

山
口
‥
r日
本
帝
皇
年
代
記
l
に
つ
い
て
I
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

〇
日
本
年
号
の
改
元
に
つ
い
て
だ
が
'
｢大
宝
｣
(元
年
-
辛
丑
'
七
〇
一

年
｡
｢三
月
改
元
'
依
対
馬
上
黄
金
也
｣
)
か
ら
改
元
年
月
と
改
元
理
由

と
が
記
さ
れ
､
つ
ぎ
の

｢慶
雲
｣
(元
年
-
甲
辰
'
七
〇
四
年
｡
｢五
月

十
日
甲
子
改
元
'
依
慶
雲
也
｣
)
か
ら
は
改
元
日
付
に
干
支
ま
で
加
え

ら
れ
て
ゆ
く
｡
こ
の
状
況
-
様
式

(改
元
日
付
+
干
支
'
改
元
理
由
)

は
概
ね

｢永
久
｣
(元
年
-
突
巳
'

一
一
1
三
年
｡
｢七
月
十
三
日
庚

戊
改
元
'
依
兵
草
井
疫
病
也
｣
)
ま
で
続
く
が
'
｢大
治
｣
(元
年
-
丙

午
'

1
〓

1六
年
｡
｢正
月
廿
二
日
改
元
｣)
か
ら
は
改
元
月
日
の
み
記

す
よ
う
に
な
り
'
時
代
が
下
る
に
つ
れ
'
表
記
が
簡
略
と
な
る
｡

○
年
号
欄
に
､
と
き
に
は
欄
外
に

(頭
書
と
し
て
)
'
(対
応
す
る
)
中
国

年
号
を
記
入
し
て
い
る
｡
中
国
の
皇
帝
即
位
年
と
改
元
年
を
記
載
し
て

い
る
の
で
あ
る
(僅
か
な
が
ら
'記
入
欄
が
若
干
ず
れ
た
箇
所
も
あ
る
｡

後
注
13
参
照
)
｡
こ
の
記
載
も
時
代
が
下
れ
ば
次
第
に
簡
略
と
な
り
､

最
後
の
方
は
｢大
明
正
徳
元
年
｣
(丙
寅
'永
正
三
年
'
一
五
〇
六
)
と
か
'

｢嘉
靖
元
年
｣
(壬
午
'大
永
二
年
二

五
二
二
)
と
記
す
程
度
に
な
る
｡

[生
没
年
'
特
に
生
年
の
表
記
]

本
書
は
'
天
皇
を
は
じ
め
､
多
く
の
人
物
に
つ
い
て
生
没
日

(年
月
日
)
'

と
り
わ
け
生
日

(誕
生
日
)
ま
で
を
記
載
し
て
い
る
例
が
多
い
｡
こ
の
点
'

他
の
年
代
記
類
と
は
異
な
る
'
大
き
な
特
徴
だ
と
い
え
る

(注
9
)0

○
先
ず
天
皇
の
生
年
に
つ
い
て
､
｢州

一

敏
速
天
皇
｣
か
ら
は
該
当
年

の
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る

(｢戊
午
三

敏
速
天
皇
誕
生
｣
｡
戊
午
三
=

憎
聴
三
年
'
五
三
八
年
､
宣
化
期
)
0

○
天
皇
の
没
年

(崩
御
時
期
)
に
つ
い
て
は
'
概
ね
月
日
ま
で
記
し
､
特

に

｢廿
七

継
体
天
皇
｣
以
降
は
二
箇
所

(割
書
き
部
分
と
該
当
年
)

五



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

に
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
例
え
ば
敏
達
天
皇
の
場
合
､
先
ず

｢州

一

敏

達
天
皇
｣

(見
出
し
)
の
割
書
き
に

｢勝
照
元
年
八
月
十
五
日
崩
｣
と

あ
り
'
あ
ら
た
め
て
該
当
年

｢乙
巳
勝
照
｣
(五
八
五
年
)
に
お
い
て

｢八

月
十
五
日
敏
達
天
皇
崩
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

○
本
書
に
お
い
て
生
没
年

(-
月
日
)
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
'
日
本

天
皇
以
外
に
も
二
九
五
人
ほ
ど
見
え
'
殆
ど
日

･
中
両
国
人
で
あ
る
｡

う
ち
生
年

･
没
年

(～
月
日
)
双
方
を
兼
備
す
る
も
の
は

1
五

1
人
ほ

ど
で
ハ
そ
の
他
は
概
ね
没
年

(～
月
日
)
の
み
の
場
合
だ
が
'生
年

(-

月
日
)
の
み
の
場
合
が

一
七
人
ほ
ど
あ
る
｡

こ
こ
で
日
本
人
の
生
年

･
没
年
双
方

(兼
備
)
を
記
し
た
場
合
'
と

き
に
公
家
･武
家
の
例
も
見
え
る
が
'殆
ど
は
僧
侶
に
つ
い
て
で
あ
る
｡

は
じ
め
は
法
相
宗

･
三
論
宗

(南
都
六
宗
)
の
も
の
も
見
え
る
が

(注

10
)
'
と
り
わ
け
密
教
系

(莫
言
'
天
台
)
の
僧
侶
が
多

い
と
い
え
'

時
代
が
下
れ
ば
禅
系

(特
に
五
山
系
)
の
も
の
が
加
わ
る
｡

一
覧
す
れ

ば
気
付
く
の
だ
が
'
応
仁
以
降

(十
五
世
紀
半
)
以
降
'
武
家
の
生
没

記
事
も
増
え
'
さ
ら
に

｢今
上
皇
帝
｣

(正
親
町
天
皇
'
在
位
弘
治
三

=

1
五
五
七
-
)
以
降
は
'
-殆
ど
武
家

(特
に
島
津
氏

1
族
)
の
生
没

で
あ
る
｡
収
録
期
間
全
体
を
通
し
て
い
え
ば
､
何
と
い
っ
て
も
'
密
教

系
で
も
莫
言
僧
が
抜
群
に
多
い
O
こ
の
点
'
.
･

本
書
の
成
立
事
情
を
考
え

る
上
で
関
連
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
｡
本
書
の
作
成

～
成
立
に
は
'
先

述
の
声
点
と
併
せ
て
､
と
に
か
く
密
教
憎
が
大

い
に
関
与
し
た
と
想
定

で
き
よ
う
｡

中
国
人
に
つ
い
て
い
え
ば
'
特
に
生
年

･
没
年
双
方
を
記
さ
れ
た
も

の
は
'
孔
子
以
外
は
殆
ど
仏
僧
で
あ
り
'
隔

～
唐
代
の
宗
派
の
始
祖

･

大
成
者
た
ち
で
あ
る

(注
11
)
｡
彼
ら
の
生
没
年
は
'殆
ど
今
回

(上
)

六

の
分

(時
期
)
に
収
ま

っ
て
お
り
'
そ
の
記
事
も
概
ね
妥
当
で
あ
る
｡

本
書
の
記
事
内
容
と
し
て
は
､
そ
の
他
'
文
化
関
係

(寺
社
'
文
学
作
品

な
ど
)
や
天
候

･
災
異
記
事
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
｡
今
回

(上
)
の
収
録

分
に
つ
い
て
い
え
ば
､
特
に
仏
教
関
係
'
仏
僧
た
ち
の
日
本
-
朝
鮮

･
中
国

間
の
交
流
が
頻
見
さ
れ
る
｡

以
上
'
全
体
を
通
覧
し
て
'
本
書
の
特
徴
な
ど
を
列
挙
し
て
き
た
が
'
時

代
が
下
る
に
つ
れ
'
し
だ
い
に
中
央
関
係
記
事

(天
皇
な
ど
)
が
簡
略
に
な

り
'
頭
書

(欄
外
記
事
)
も
激
減
L
t
や
が
て
南
九
州
関
係
記
事
が
多
く
な

る
と
指
摘
で
き
る
｡

な
お
本
書
に

｢戎
記
云
｣
｢戎
本
｣
｢戎
云
｣
な
る
箇
所
が
散
見
さ
れ

(捕

注

2
)へ
気
に
懸
か
る
が
'
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
す
か
'
未
確
認
で

あ
る
｡

本
書
の
記
事
は
'
典
拠
は
全
く
示
し
て
な
い
が
'
多
く
の
史
料
を
閲
覧
'

取
捨
選
択
し
て
成
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
｡
い
ず
れ
に
し
ろ
'
遠
隔
地
に
斯

様
な
年
代
記
が
存
在
し
た
こ
と
は
特
記
で
き
よ
う
｡
南
九
州
に
お
い
て
特
に

多
く
の
史
料
を
所
蔵
し
た
'
島
津
家

(本
家
)
や
都
城
島
津
家
に
も
斯
様
な

年
代
記
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
い

(注
12
)
｡
､入
来
院
家
に
は
､
い
わ
ゆ
る
古

文
書

.(F入
来
文
書
』
の
中
核
)
以
外
に
も
'先
日
紹
介
し
た
平
氏
系
図

(特

に
北
条
氏
系
図
草
案
)
と
か
今
回
の
年
代
記
な
ど
､
全
国
的
に
み
て
も
真
に

珍
重
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

さ
て
今
回

(上
)
は
'取
り
敢
え
ず
冒
頭
か
ら

｢四
十
九

光
仁
天
皇
｣
(荏

位

宝
亀

一
～
天
応

二

七
七

〇
～
八

一
)
ま
で
の
分
を
翻
刻
､紹
介
す
る
｡

適
宜
'
読
点
を
施
し
た
｡



[凡
例
]

○
合
点

(＼

)
な
ど

(
い
ず
れ
も
朱
色
)
に
つ
い
て
は
､
そ
の
箇
所

を
点
検
'
確
認
し
た
が
'
こ
こ
で
は
そ
の
表
記
を
省
略
す
る

(合
点
の

箇
所
は
多
く
'
印
刷
上
'
煩
雑
に
な
る
の
で
)
0

○
僅
か
な
が
ら
朱
線
の
例
が
あ
る
が
､
そ
れ
は
挿
入
符
な
の
で
'
採
用

す
る

(注
13
)

○
ル
ビ

(振
り
仮
名
)
だ
が
'
特
に
見
出
し
と
し
て
の
天
神

･
地
神
名

～
天
皇
名
と
年
号
に
つ
い
て
の
み
採
用
し
て
'
施
し
た
｡

(栄
)

｢
∴

｣

日
本
帝
皇
年
代
記

(栄
)

｢

･
｣

天
神
七
代

○
送
り
仮
名
や
返
り
点
､
ま
た
合
符

(-
)
の
箇
所
も
若
干
あ
る
が
'

こ
こ
で
は
不
採
用
と
し
た
｡

○
声
点
に
つ
い
て
は
'
そ
の
ま
ま
該
当
箇
所
に
表
記
す
る
こ
と
は
煩
雑

に
な
る
の
で
､
こ
こ
で
は
そ
れ
を
避
け
'
取
り
敢
え
ず
該
当
文
字

(声

点
が
施
さ
れ
た
)
の
左
側
に
*
印
を
付
け
た
｡
(注

2
)
参
照
｡

○
異
体
字
だ
が
､
適
宜
'
正
字

-
通
用
体
に
直
し
た
｡

○
傍
注
と
し
て

[校
訂
注
]
や

(説
明
注
)
を
施
し
た
｡

○
表
紙
に
つ
い
て
は
'
後
掲

[図

2
]
参
照
｡

第

一
酢
翫
即
断
男

第
二
酢

那

磁

針

男

第
三
獣
即
断
尊
男

第
四
澱

も

噺

尊
男

右
第

1
代
'
謂
之
無
量
元
適
元
始
元
終
不
轡

常
住
神
代
臭
'

一
徳
水
陰
神
也
'
遜
数
百
億
万
歳
奏
､

二
儀
火
陽
神
也
､
運
数
百
億
万
歳
英
､

ヲ
ホ
ー

ノ

チ
ノ

第
五
大

戸

之

道

之
尊
男

第
六
郁
㍊
尊
男

第
七
伊

野

都

軒

男

桝

も

鄭

尊
女

配
讐

硝
鯛
語

鮒
働
也
'

需
F
酢
叡
尊
女

四
翌

陰
陽
而
未
分
神
也
'

運
数
二
百
億
万
歳
英
､

膨

脹

軒

数
敬
譲

鮎
欄
朋
緬
湧

神
也
'

イ

サ

ナ
…
ノ

伊

井

射

尊

山
口
‥
F日
本
帝
皇
年
代
記
J
に
つ
い
て
-
人
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

七



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

右

一
代
二
神
'
治
二
万
三
千
四
十
歳
'
謂
之
天
地
循
環
轡
化
常
住
神
代
､
於
定
陰
陽

始
適
合
為
婦
夫
及
至
産
時
生
日
神

･
月
神

･
星
神

･
大
海

･
草
木
万
物
等
英
'

(マ
マ)

(栄
)

｢

･
｣

地
神
五
代

第

1
hk

t郁
未

裾

女

治
天
二
十
五
万
歳
､
自
甲
至

芸

'

易
日
天
元
甲
寅
是
謂
之
乎
'

戎
記
云
'
伊
井
諾

･
伊
弊
射
繭
尊
為
夫
婦
'
所
生
子

一
女
三
男
'
所
謂
日
神

･

月
神

･
蛭
子

･
蓋
烏
尊
定
也
'

第
二
部

財

部

即

木

部

黙

許

離

&

'鄭

勇

治
天
三
十
万
歳

'
自
甲
寅
至
突
巳
'

右
二
代
謂
之
上
天
常
住
神
代
'

第
三
天

津

彦

々

火

竣

中

桁

尊
男

ア
マ

ツ

ヒ
コ

-

ホ
ノ

二

天
忍
穂
耳
尊
太
子
'
母
云
樗
幡
千
々
姫
へ
満
天
下
三
十

一
万
八
千
五
百
四
十
三
年
'

自
甲
午
至
丙
戊
'
葬
日
向
園
可
愛
山
陵
'

八

第
四
新

府

車

齢

郎

尊
男

天
津
彦
々
火
榎
杵
尊
第
二
子
也
'

母
木
花
開
那
姫
､
大
山
祇
神
女
也
'
治
天
下

六
十
三
万
七
千
八
百
九
十
二
年
'
自
丁

亥
至
戊
午
'
葬
日
向
圃
高
屋
山
陵
'

ヒ
コ

ナ

キ
サ
タ
ケ
ウ

カ
ヤ
フ
キ

第
五
彦

波

激

武

戯

鵜
草

茸

震
旦盤

古

首

王

元

云

八
千
歳

天

皇

氏

元

S
l,11以
1
m

TKEgTL,+
虻
現

千

十

1
人
'
各
治
天
下

1
万

一
千
歳
'

地

皇

氏

元

有
云
三
皇
皆

一
万
八
千
歳
'

通
□
二
万
歳
也
'

人

皇

氏

真

竹

縞
鮎
で

.買

.

五
能
紀
五
姓
元
請

的
聖

千

揺

提

紀

元

砦

に
㌘

硝
声
帯

カ
ウ
イ
ウ
シ
'

合

熊

氏

空

相
鮎

で

-六
万



k

Ll阜

i;
:...N'T.二
::II.
::1..=,:i.･J..i.I.;
:r;.:.i,㌔

治
天
下
八
十
三
万
六
千
四
十
二
年
'
自

己
未
至
丁
未
'
葬
日
向
国
吉
平
山
陵
'
此

年
搾
迦
減
後
二
百
八
十
九
年
也
'

右
三
代
謂
之
下
化
現
量
神
代
'

不
合
尊
治
世
八
十
三
万
五
千
六
百
七
十

六
年
'
甲
頁
周
昭
王
二
十
六
年
'
此
年

釈
迦
如
来
誕
生
'
周
穆
王
五
十
三
年

壬
申
搾
迦
入
滅
也
'

連
新
邸
冗

報鮎
で

六
万

針

郵

九
四
姓
'
治
天
下
四
万
年
也
'

有
巣
点

群

針董
屋
,

スイシン

爆
人
民
元
舶
駅

臥

絹
針

大
栗
伏
義
民

元
禦

㌘

鞘
S
F
.

三
カウフツキ

畠

〔竜〕

百
八
十
七
年
也
'

郵
新

劇
氏
鉛

‰

誓

鄭
部
郁
鮎
盈

臥
戸

棚
天
下

己
上
四
十
二
主
'
通
治

一
万
九
千

七
百
九
十
七
年
ナ
リ
'

五

カ
ウ
キ
ン

少

景

金

天

氏

附
醐
㍍

誓

帝七ンキョ
ク

横
項
陽
盈

印
譜

下

帝
壁

尚
辛
民
話

琵
誓

唐
勇
治
天
下
百
八
十
年

齢

舜
治
天
下
｡
十
八
年

己
上
二
十
九
代
'
連
泊

一
千

五
百

一
年

夏
雨
露

が

硝

F
E
l百

山
口
‥
｢日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

九



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

離

些

H
㌍

鵬
で

六
百

文
王
治
天
下
五
十
年
也
､

武

王

教

元

覇

王

林
元

治
二
十
三
年
也
'

部

品

享

元

治
｡
十
五
年
也
'

第

神

武

天

晶

朋
滴
報

謂

博
附
鴇

絹
細
謂

㌔

謂

縄

欝

忙
㌘

年

･

周
恵
王
十
七
年
辛
酉
'
悌
滅
後
二
百
九
十
年
也
'
神
武
四
十
五
歳
自
日
向
国
移
備
中

国
高
嶋
宮
'
次
移
大
和
国
'
即
位
三
十
三
年
此
国
名
秋
津
嶋
､
五
十
八
年
熊
野
始
降
神
､

第

露

靖

天

皇

畑
相
関
虻
措

鮎

糾
虻
閑
謂

㌔

附
舶
墾

融
缶

露

舶
頂

二

(伐)

即
位
三
十

一
年
庚
辰
､
周
霊
王
二
十

一
年
'
此
年
孔
子
誕
生
､
悌
滅
後

三
百
九
十
九
年
也
､

調

安

寧

天

皇

謂

蛸
虻

欄酢
か枇脱
調

鮎

的
逓

鮎

雪

柳
讐

盃

'

閑

託

徳

天

皇

招

蛸
等

鮎

露

髄
紺
㌍

肇

僻
酬
鮎

虻
最

的
頂

崩
'

敬
王
四
十

一
年
壬
戊
四
月
八
日
孔
子
卒
'
七
十
三
歳
'

鯛

孝

昭

天

皇

舵
億

置

.RH肘
.E]R当

珊
‥
砦

師
醐
完

結

虻
隼
八
月
崩
､
宇

八

絹

孝

安

天

皇

開
詔

に
甲

肥
崇

詣

雑
誌

的
逼

鮎

開
拓

絹

明

蛸

孝

霊

天

皇

謂

撃

鮎

か
隼
朋
舶
評

窮

等
附
‰

融
村
拓

虹協
'

○



順

孝

元

天

皇

甜
憎
佃
野

附
針
㌫

鮒
酢

諸

表

‥
鵬
瞥

靴
諸

相
棚

&,

ク
ワ

鳩

欄

北

天

晶

航
㌍

断
鮎

コ
仁
諸

㌔

術
請

畑
完

軒等
四
月
崩
'
百
十

義

'

戎
記
云
'
開
化
即
位
八
年
辛
卯
､
前
漢
第
五
主
孝
景
帝
治
世
十
六
年
内

第
七
年
辛
卯
'
此
年
龍
猛
菩
薩
開
南
天
繊
塔
､
悌
滅
後
八
百
年
也
云
云
'

ニ

‥.::･=.響

.,

.･J

.i=.

.'･,言

'
.:I....:
..
二

...･
･..
･.
']'･:.I-I

.
T.,.･'.
∵

.,'
'
･

辛

(1
.
i.,:.==!仁

.F
,
.TIrI.
∴
､
.'･J
.
I
.=.;
.
']
㍉

'･
･完

.''
2'..1.

.I

.J.,..I.I.‥
I.
.
I.∴

.=.'1=
'
'.I

十
月
甲
子
天
照
太
神
伊
勢
囲
度
合
郡
為
宮
所
､
垂
仁
即
位
九
十
三
年
甲
子
後
漢

明
帝
永
平
七
年
帝
夢
人
主
人
'
同
十
年
摩
騰

･
法
蘭
二
人
沙
門
漢
土
来
流
布
偶
数
云
云
'

蛸
壷

帝

天

皇

誓

讐

附

鮎
針
術
朗
報

糧

道

術
tl
讐

j:S
舶
‥
十

百

崩
'

(明
帝
)

即
位
三
年
以
武
内
為
大
臣
'
々
々
始
也
'
定
氏
姓
'

3'.･

.宣

.lil,

.1

.;

.
I.･..'･
.I.I.
..
.･1･
二

‥
.
-l

H
∴

二

'.
.:.

∵

一.=
･
.
,.'
'J

附

珊

項

天

皇

諾

㌔

遇

関
配
附
㌔

髭

槻
鮒
酢

欝

窮

鮎

孝

宵
崩
'

｢漢
｣
(朱
書
)

即
位
元
年
後
o
献
帝
三
年
'
悌
後

1
千
百
四
十

l
年
也
'

女

か

珊

瑚

痩

垢

鯛
靴
逓

接

触
鮎

舶
諸

撃

雛

馴
雛
紙
髄

節

航
嘗

巳

描
改
元
年
後
漢
献
帝
十
二
年
'
悌
後

1
千
百
五
十
年
也
'

此
御
定
伐
新
羅

･
百
済

二
尚
厳
等
云
云
'

仲
衷
第
四
御
子
'
母
神
功
皇
后
'
七
十
歳
即
位
'
元
年
庚
寅
'
治
四
十

村

鳩

榊

天

皇

一
年
二
月
崩
'
亨

歳
'
八
幡
大
菩
薩
定
也
'
大
和
国
軽
嶋
明
宮
住
､
即
位

元
年
酋
晋
武
帝
六
年
'
俳
後

一
千
二
百
十
九
年
也
'

(豊
明
)

山
口
‥
｢日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
ー
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

十七十._.ヽ■iZg十九二十廿廿二廿三五廿四廿七廿 六廿

磨神第四御子､廿二歳受禅'元年突酉'治八十七年正月崩'百歳､仁徳天皇詣霧遇禦瑚詔諸表唱酢桶鯛講話後見,讐

百八十鯨年了'

履中天嘉諾鮎甲附鮎槻鮒離鮎的鞭て鮎⊥試三朴崩'七十歳､

**〔東〕

三百四十九年也'此御歳始有執事四人大臣始置'

ハンセイ

反正天皇甥欄識粘脚棚闇. 'RSS酎新訂琶肘月崩､六十歳､

**ヰンケウ

允恭天皇棚純瑚欄評 13 1義軍詐崇㌔四十｡年崩'八十歳'

**

アンカウ允恭第二御子'五十四歳即位'元年甲牛'治三年八月為眉輪王

安康天皇附糊鮎糾義弘誓難関謂舶配㌢票絹tHrb'仁徳子'

**悌後一千四百三年也､

イウリヤク允恭第五御子'八十一歳受禅'元年丁酉'治二十三年八月崩'百四歳'

雄略天皇詣潮鵬崇㌫讐釣亀'〝化女

**孝武四年'備後一千四百六年也'

セイ子イ

清寧天品肇軍隙禦謡諾増脚筆触甑帥正月崩'四十

**

-天皇緋棚…肇臓隷醐醐議縦篭 †鮎州雛‥㌍軍治三年

**

仁賢天皇謂淵欄聯闇諸離鮎碍鵬聖鞘八月崩'六十歳､

**

仁賢太子'四十九歳受禅'元年己卯､治八年十二月崩'五十七歳'

武烈天皇醐諸桝肇㌫贈榔肇臥紛糾脈牌肇wr<M遇印章

**東昏〔昏〕侯元年'悌後一千四百四十八年也'

ケイテイ

継健天皇鰭競義弘SjTj<貼朋,'諸表,'精銅舶轟㌔年丁亥､

**戸玉穂宮住､天皇生越前国,即位元年梁武帝天蟹〔監〓ハ年,
後魂永平二年'悌後1千四百五十六年也'自百済国渡五経儒士'
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宗
顛
慶
元
年

(
中
臣
)

丁
巳
六
鮎

鰯
謂

欄
謂

臥
那
朗
唱
鎌

子

建

山
階
寺
修

戊
午
七
欝

欄
詣

畑
讐

謂

相
調

網
棚
嗣
登

(
藤
原
)

.

(

鎌
足
)

己
未
八
需
欝
諸
讐
鮎
調

諺
髭
P,粥甜舘
訴鴫
朋

庚

申

九

五
月
造
百
座
袈
裟
賜

云

沙
門
､
設
仁
王
骨
'



辛

酉

白

鳳

謂

詔

鮎

磯
節

箭

齢

謂

射
脳
登
用
絹
針

,

州

天

智

天

皇

脚
潤
指

､】
約
歳

鮎
†

帽
畑
服
㌫

鎧

㌔

㌍

覧

酎
&

･Il°

*

〔筑
〕

脚
附
拙
弼

壬
戊
義

邦
鮒
禦

朋築
紫

及
在
長
津
宮
'

〔弼
〕

突
亥
三

甲
子
四
.昌
覗

乙

丑

五

｢

忙
聖

｡
玄
琴

璽

滅
'
六
十
五
歳
'
唐
高
宗
麟
莞

丙

寅

六

唐
高
宗
乾
封
元
年

丁

卯

七

定
離
針
軌
鮎

脚
酬
鰯
紺
逓

酬
類

似
僧
綱
㌫

朋
這

T

ll鮒
潮
入
滅
'

(
蘇
我)

鮒
慧

戊

辰

八

折
㍍

舶
駈
㌔

鮎
露

鮎

禦

鮎
沢

‥
百
済
望

後
胤
也
へ

己

巳

九

糾
朝
附
猷
誤

協
鰯
脳
髄
頚
鮎

聖

ハ歳
'
依
重
病
､
天
皇

謂

ポ

庚

午

十

鎮
西
建
立
警

寺
'
建
立
禅
林
寺
､
俗
目
蓋

寺
'

辛

末

十

品

作
表

遠

別
乱

読

紅
誤

醐
唱

鵬
針
毒

,

〔同
〕

(大
海
人
皇
子
)

佃

天

武

天

皇

琵

調

㌔

宗

電

柵
酢

群

離
解
鮎

鵬
訴

頂

九
日
崩
､

〔印
〕

諾

折

紙
讐

壬
申
十
二

乃
山
之
時
'
大
友

皇
子
襲
之
'
書

突

酉

十

三

二
月
廿
七
日
帝
即
位
,

文
武
天
皇
誕
生
,

山
口
‥
｢日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

画

子上演大啓
蒙洛 ･神伊
兵 '尾宮勢
而大張番国
於友之美拝
近皇兵

江
之
国
御
楽
之

皇
子
遅

被
課
畢
'
其
後

東
宮
還
大
和
州

即
位
云
云
､

此
代
草
薙
剣

納
尾
張
熱
田

社
云
云
'チ

ト
ウ

甲

戊

十

四

唐
高
宗
上
元
々
年

乙

亥

十

五

露

娼
領
貨

醐
㌍

㌢
諾

墾

和
州
添

丙

子

十

六

唐
高
宗
儀
鳳
元
年

丁
丑
十
七

戊

寅

十

八

道
光
律
師
入
唐
'
撃
律
行
事
抄
博
来
'

己

卯

十

九

唐
高
宗
調
露
元
年

戎
云
此
年
大
友
皇
子
起
叛
逆
'

庚
辰
二
十
鮒
踊
新
願
絹
1,R
㌔
正
天
皇
誕
生
,

1行
阿
閣
梨
誕
生
'

辛

巳

竺

唐
高
計

-

午

壬
午
廿
二
鮒
嗣
槻
柚
桝
笥

姓
三
糖
踊
判
別
畝
舶

鮎
最

‥

〔束
〕

〔弘
〕

突
丑

廿

三

相
稲
畑
鞘

漂

年

遷
大
安
享

高
市
郡
'
改
日

甲

申

朱

雀

緋
鵠

関
山
遷

詣

L
+
軍

丁

翫

踊
監

鞘

山

乙

酉

二
皇
后
垂
挟
元
年
也
'

丙

戊

朱

鳥

依
大
和
図
上
赤
維
也
'
九
月
九
日
天
武
天
皇
崩
､

七
イ

女
瑚
十
持

統

天

皇

肘
僧
福

'義

満
舶
酢

Ⅶ
詣

詔

酢

伽
†
齢
鮎

讐

年
十
二
月
古

*

*

丁
亥
二
既
詣

詔

売

電

選

二
百
人
沙
門
'



戊

子

三

正
月
設
克
適
合
干
薬
師
寺
'

己

丑

四
皇
后
永
昌
元
年

庚

寅

五

正
月

一
日
帝
即
位
'
中
納
言

皇
后
天
授
元
年

辛
卯
六

壬

辰

七
皇
后
長
寿
元
年

突
巳
八

(其
備
)

甲

午

九

鰻

滞

航
料
針

篭

備

大

臣
誕
生
'

乙

未

大

化

皇
后
天
射
万
歳
元
年

丙

中

二
皇
后
万
歳
通
天
元
年

誓

文

武

天

皇

断
紺
野

詣

崇

に
肘
‥
㈹
論

題

鮎

Ⅶ
舶
脚
醜
㌔

十

1
年
'

*

(マ
マ
)

丁

酉

三

八
月

盲

帝
即
位
'
定
律
令
'
参
議
始
随
官
位
以
定
衣
服
云
云
'

光
明
皇
后

生
淡
海
公
女
也
'

(藤
原
不
比
等
)

戊

戊

四
皇
后
聖
暦
元
年

己

亥

五

聖
武
天
皇
誕
生
'

三
月
道
昭
法
師
入
滅
'

庚

子

六
皇
后
久
視
l孝

幸

丑

大

賓

甑

縦
桁
鮎

議

鮎
憎
畑
軸
‥
㌍

諾

』

針

生
･

〔疋
〕

山
口
‥
『日
本
帝
皇
年
代
記
｣
に
つ
い
て
-
人
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

豆



長
崎
大
学
教
育
学
部
.
社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

壬

軍

一憎
詣

謂

触
鮎

糾
脚
下
瑠

璃
&
,

突

卯

三

関
閑
適

朝
粥
町

二
猷

韻

鯛
節

正
,

(マ
マ
)

〔任
〕

甲

辰

慶

雲

五
月
十
日
甲
子
改
元
､
依
慶
雲
也
'

乙

巳

二
謡

暇
榊
既

S
,'
不
空
三
蔵
誕
生
'

丙

午

三

針
朋
器

幣

比
等
修
維
富

二

七
日
沙
門

丁

未

四

福

-
詑

詣

唱

崩
'
空

歳
'
唐
中
素
量

を

'

女
誓

元

明

天

皇

詔

諾
‥
鎧

閃
‥
糊
針
靴
儲
Ⅶ
位
､
治
七
年
､
養
老
五
年
十
二
頂

へ

戊

中

和

恩

讐

J･
諾

詔

伐
㌔

武
蔵
国
上
熟
鋼
也
､

〔筑
〕

己

酉

二
詑

需

諾

鮎

鰯

讃

解
詣

帽
世
音
寺
'

PU
′ヽ

唐
容
宗

景
雲
元
年

玄
宗
皇
帝
即
位

杜
子
美
生
'

(什
巾
)

庚

戊

三

甑

所
靴
胴
牌
讐

謂

鮎

新
調
細
網
露

層

入

辛

亥

四

太
極
元
年

王

子

五

鵬
粕
謡

斬
15
g
鮎

鮒
臥
瑚
靴
馴
肇

突

丑

六

鮒
詔

猷
謂

鴨
美
新
関
弘

樹
舶
新
郷
眉

後
也
'

甲

第

七

多
武
峯
開
山
定
慧
法
師
入
滅
'
大
織
冠
鎌
足
之
長
子
也
'

ケ
ン
シ
ョ
ウ

女
g
J
謹

天

最

q<(5
'
鵬
洞
砧

仙
舶
Ⅶ
離
鮎

遇

㌫

脚
眉

廿
年
四
月
廿

1
｡



淡
海
公
費
'

六
十
二
歳

乙

卯

霊

亀

娼

謂

臥
所
町

依
左
京
人
上
霊

也
,
同
日
帝
即
位
,

丙

辰

二
語

畑
的
韻

㌔

枇
鎧

最

遠

鮒
諸

k
,

丁

巳

増

堵

酎
鮎

議

鞭
帖
摘
翫

㌔
瑞

相
鵬
㌔

槻
謂

剛
削
,
(補
注
-
)

戊

午

二
稀
徳
天
皇
誕
生
'
善
無
畏
三
蔵
来
朝
へ

己

未

三

不
空
三
蔵
出
家
'
十
五
歳
'

(
辛

)

庚

申

四

飢
朋
鮎

㌫

欄
虻
鯛
鰯
鮎

伽
准

断
瞥

畑

鮎
肘
鵠

唱叢

生

〔放
〕

辛

酉

五

元
明
天
皇
崩
'
六
十

義

'

壬

戊

六

書
珠
法
師
誕
生
'
姓
安
部
氏
､
京
非
人
也
'

突

亥

七

於
興
福
寺
建
施
薬

.
悲
田
二
院
'

讐

聖

武

天

皇

電

断
鮎

崇

臥
詔

讐

指

値
㌔

駐
機
Ⅶ
雑
鮎

榊
鮎
紳
針
,

甲
子
神
亀
甑

即
那
嗣
酢
蛸
翫
‥
難
敵
は
臥
舶
税
印

鯛
祁
鵬
矧
華

乙

丑

二
欝

靴
粁
榊
鳩
翫
‥
龍
猛
開
塔
己
後
八
百
七
十

毒

也
,

丙
第
三

丁

卯

四

郎
讐

㌍

欄
謂

絹
駆

禦

銅
等
謂

㌫

層

〔和
〕

戊

辰

五

舶
顎

髭
湖
鰍
瑚
㌫

遇

敗
報
帽
瑠
鮎

届

'

山
口
‥
『日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

毛



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
弟

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)
〔職
〕

ヒ
ョ
ウ

棚
弼

即

己

巳

天

平

聖

暦

緋

翻

弼

暇
評

戯

評

鰯
湖
#

'
英
文
云

庚
午
二

冗

三
月
勅
国
々
造

丈
六
釈
迦
像
'

書
寛
大
般
若
経

不
空
三
蔵
再

演
天
遇
龍
智
'

辛
未
三

壬

申

四

勝
悟
法
師
誕
生
'
姓
凡
直
氏
'
阿
州
板
野
郡
人
也
'

突

酉

五

猷
誤

露

雅
弘

鯛
霊

層

'

甲

戊

六

正
月
光
明
皇
后
於
興
福
寺
建
西
金
堂
安
丈
六
搾
迦
像
'

乙

亥

七
棚
描

狙

撃

緋
識

識

‥.
湖
沼

棚
描

崇

鵬
聯
傭
人
也
'

丙

子

八

靴
朋
滝

砦

鞘
詣

朗
‥
詰

問
働
諾

璽

行
基
率

丁

丑

九

相
臥
滞

鮎

憶
需

讐

鮎

畑
舶
㌔

悶

鮪
州
郷
途

'

(沼
他
)

戊

寅

十
清

涼

大

師
誕
生
'

己

卯

十

一

庚

辰

十

二
嗣
獅
錆

鯛
は
鮎

諾

二
見
非
人
也
'

辛
巳
十
三
欄
胴
憎
詣

鮎

讐

酬
J(i
‥
瑠

認

諾

鮎

讐

脚
純
&
･

壬

午

十

四

唐
玄
宗
天
賓
元
年

奥
州
赤
色
雪
降
､

〔遮
〕

突

未

十

五

針
謹

詣

滞
罷

組
閣

鵬
層

底

庶

那

悌
銅
像
､



甲

申

十

六

詣

出
御
槻
枇
㌫

逓

+Bi鮎

登
城
人
也
'

乙

酉

十

七

行
基
酪

任
僧
正
'
々
々
号
始
自
此
時
､

雛
鯛
和
尚

丙

戊

十

八

詣

髭
鵬
僻
踊
鮎

矧
撃

樹
齢
唱
五
十
巻
警

'

丁
亥
十
九

戊
子
二
十
指

盟

詣

鶏

詰

遣

佃
鮎

個
巌

誰

順
針

,

カ
ウ
ルノ
ン

女
誓

嘩

灘

天

鳥

相
還

町
槻
逓

鮎

鋸
適

齢
鮎

竃

女
'
三
十
｡
歳
受
禅
'
治

〔
倍

〕

十
月
廿
四
日
大

仏
像
成
'
改
鋳

八
度
､
殿
高
十

五
丈
六
丈
'
東

西
廿
九
丈
'
南

北
十
七
丈

己

-

平

勝

賓

弼

描

軍

脚
獅
瀧

顎

㌘

鞘
基

庚
第
二
欝

朋
甘
謂

二
謂
酢

縦
州
離
層
甥
詔

莞

興
寺
､
勝
康

幸
卯
三

壬
辰
四

突
巳
五

甲
午
六
紅
配

閉
講

拙
周
臥
瑚
鮎

聖

欝

碓
舶
剤
詣

層

天
台
宗

〔
増

〕

乙

未

七

.

丙

申

八
甑
馴
甑

琵

遥

酢

讐

粘

鮎

磯
宗
即
位
至
徳
元
年
也
'

山
口
‥
r日
本
帝
皇
年
代
記
j
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

元



長
崎
大
学
教
育
学
部

.社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

S
+
淡

路

磨

帝

祈
粕
新

駅

讐
㌍

斯
鮎

篭

難

㌔

競

鮎
等

八
年
十
月

丁

酉

天

平

賓

字

酢
朗
猷

鮎

航

鮎
層

国
人
献
成
字
之
霊

'

戊

戊

二
細
Ⅶ
醐
榊
欝

譜

㌫

讃

翫

酬
新

郷
5
'
誓

議
法
師
讐

l

己

亥

三

謂

断
報
昭
臓
墾

且伽
髄
鞘

平
安
城
人
也
､

庚

子

四

虹
朋
軸
組
如
胸
筋
控
遇

珊
誤

射
酢

漕
増

配
漕

年
也
'

辛

丑

五

福

崇

逓

獅
貼

附
髄
讐

西
南
隅
'

壬

寅

六

配
那
聖

那
柵
酌
舶
削
讐

謂

畑
㌘

甜
滴
鰯
敵
対
諸

君

単

〔増

〕

(
マ
マ
)

発

卯

七

新

針

虻遇
姻
畑
朗
読

㌫

肘
筋

鵬
代
宗
即
位
贋
徳
元
年
也
'

甲

辰

八

福

鮒
監
酎
淋
胴
潤
鰍
悩
細
柏
細
君

鯛
儀

'

女
当

欄

堀

天

皇

詔

諜

池
'
治
五
年
､
宝
亀
元
年
八
月
四
品

､
五
十
三
歳
'

〔役
〕

畑
禁

乙

巳

天

平

神

護

配
朋
靴
加
乾
避

航
鮎

鮒
,前

表

層

位
､

丙

午

二
十
月
道
鏡
法
師

受
法
皇
位
'

↑

未

神

護

景

雲

識

榊
榔
脚
醐
野

閣

増

讃

帽
駅

酢

,

韓
退
之
生
'
戊

申

二

十

有

春
月
大
明
神
移
三
笠
､

(韓
愈
)

(杜
甫
)

哲

鳩
桝
'

己

酉

三

法
相
延
祥
法
師
誕
生
'
姓
槻
氏
'
近
州
野
洲
郡
人
也
'

6



畑
十
光

仁

天

皇

指

節

逮

鮎
霧

誓

鮎

謂

鰍
逓

憎
謂
臥

㌔
師
&
,l
諾

酢

,

号
田
原
天
皇

庚

戊

賓

亀

錆

鮎

諾

㌔

謂

調
鮎
適

訳

胴
部
屈

位
'

辛
亥
二

(位
沼
)

王
子
三
師
難

琵

㌔

雛
綻

氏
‰

酬
臥
鮎

徽

之

学

也

'

(磨
り
跡
ア
リ
)

突

丑

四

発
丑
四

甲

寅

五

詣

詔

謂

鮎

難

配
讐

‥
触
榊
墾

詣

臥

ヂ
l悪

,

乙

卯

六

輔

弼

脚
謹

湖
鰍
側
臥
枇
掛
ぽ

電

柵
駈
酢

ホ
寂
,

(頁
備
)

(怒
忠
)

丙
辰
七

丁

巳

八

勝
尾
寺
講
堂
観
音
像
成
'

戊

牛

用
讐

師
出
家
'
十
二
歳
'
興
福
寺
明
福
誕
生
'
姓
津
氏
'
京
兆

己

未

天
台
光
定
誕
生
'
姓
賛
氏
'
預
州
風
早
郡
人
､
博
教
之
弟
子
也
'

庚

申

十

一
唐
徳
宗
即
位
建
中
元
年
也
'

…

J.TL.rl.,
..;.･=...
,...I;･'....{t
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山
口
‥
F日
本
帝
皇
年
代
記
)
に
つ
い
て
-
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

三

〇
〇
四
年
三
月
)

注(-
)
年
代
記
の
定
義

･
概
要
は
'
日
本
に
つ
い
て
は

『国
史
大
辞
典
』

(吉
川
弘
文
館
)
11
所
収

｢年
代
記
｣
項

(益
田
宗
氏
執
筆
)
で
､

世
界
に
つ
い
て
は

『世
界
大
百
科
事
典
』
(平
凡
社
)
22
所
収

｢年

代
記
｣
項

(地
域
別
執
筆
｡
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
樺
山
紘

一
氏
'
イ
ス
ラ

ム
ー
嶋
田
蓑
平
氏
'
中
南
米

-
増
田
義
郎
氏
'
中
国
-
谷
川
道
雄

氏
､
日
本
-
橋
本
義
彦
氏
)
で
'
的
確
に
解
説
さ
れ
て
い
る
｡
な
お

『国
書
総
目
録
』
(岩
波
書
店
)
を
播
く
に
1

本
書

『日
本
帝
皇
年

代
記
』

(人
来
院
家
所
蔵
)
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
'
同
名
の
も
の
も

他
に
見
当
た
ら
な
い
｡

(2
)
本
書

『日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
お
い
て
は
'
声
点
と
し
て
'
漢
字

の
四
隅
に
｡

…
を
施
し
た
例
が
見
え
る
｡
築
島
裕

『国
語
の
歴
史
』
･

(東
京
大
学
出
版
会
､

1
九
七
七
年
)
所
収

｢第
四
章

濁
音
符
の

起
源
｣
に
よ
る
と
､
平
安
期
に
清
音
に
｡
､
濁
音
に
…
を
使
っ
た
文

献
が
出
現
L
t
そ
の

一
番
古
い
例
は
西
大
寺
蔵
本

｢護
摩
蜜
記
｣
で

あ
り

(長
元
八
年
=

一
〇
三
五
の
書
写
奥
書
)
'
こ
れ
は
天
台
宗

の
点
本
だ
と
す
る

(六
〇
～
六

l
ペ
ー
ジ
'
左
上
図
参
照
)
｡
本
書

『日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
見
え
る
声
点
も
'
通
覧
す
る
に
'
同
じ
方

式
だ
と
い
え
る
｡

ロ

入
濁

い
う
ま
で
も
な
く

平
=
平
声

平
濁

上
=
上
声

去
=
去
声

入
-
入
声

(3
)
『帝
王
編
年
記
』

(新
訂
増
補
国
史
大
系
12
)
は
'

｢三
皇
｣

｢五

三
二

帝
｣

｢三
王
｣

(夏
'
殿
'
周
)
に
つ
い
て
は
極
め
て
詳
細
な
記
事

が
あ
る
が
'
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
全
く
記
事
が
な
い
｡
そ
れ
以
前

に
つ
い
て
記
し
た
年
代
記
は
若
干
あ
る
が
'
本
書

『日
本
帝
皇
年
代

記
』
ほ
ど
詳
し
い
も
の
は
見
か
け
な
い
｡
即
ち
長
野
県

･
光
前
寺
所

蔵

『和
漢
年
代
記
』

(史
料
編
纂
所
写
真
帳
)
上
巻
に

｢震
旦
国

皇
代
年
号
記
｣
が
あ
っ
て
'
そ
の
冒
頭
に

｢盤
古
王
｣
か
ら

｢熔
人

民
｣
ま
で
十

一
項
目
が
あ
り
'
こ
れ
ら
項
目
名
は
本
書

(日
本
帝
皇

年
代
記
)
の
も
の
と
同
じ
だ
が
'
項
目

(名
称
)
の
列
挙
の
み
で
説

明

(割
書
き
)
な
ど
は
全
く
な
い
｡
ま
た

『王
代
記
』

(史
料
編
纂

所
写
本
4
3
4
0-
2
)

二
は
'
上
段
は

｢大
日
本
国
｣
の
欄
で
､
下
段

は

｢震
旦
国
｣
の
欄
で
'

｢震
旦
国
｣
の
欄
に

｢盤
古
｣
か
ら

｢禅

通
紀
｣
ま
で
十
二
項
目
あ
っ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明

(割
書
き
)

が
施
さ
れ
て
い
る
が
'
本
書
と
は
異
な
る
項
目

(名
称
)
も
あ
る
｡

ま
た

『仁
寿
鏡
』

(続
群
書
類
従
巻
八
五
三
-
刊
本
二
九
輯
上
)

は
'
上
段
が

｢本
朝
｣
欄
で
'
下
段
が

｢漢
朝
｣
欄
だ
が
'
通
覧
す

る
に

｢漢
朝
｣
欄
が
詳
細
で
あ
る
｡
こ
の

｢漢
朝
｣
欄
を
見
る
に
'

｢三
皇
｣

(
｢伏
義
民
｣
～
)

｢五
帝
｣

(
｢金
天
氏
｣
-
)
以
降

は
'
極
め
て
詳
し
い
が
'
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
'
項
目
数

(
｢盤

古
王
｣

｢天
皇
氏
｣

｢地
皇
氏
｣

｢人
皇
氏
｣
の
四
項
目
に
過
ぎ

な
い
)
も
'
そ
の
割
書
き

(説
明
)
か
ら
い
っ
て
も
､
か
え
っ
て

本
書

(日
本
帝
皇
年
代
記
)
の
方
が
詳
し
い
と
い
え
る
｡
な
お
近
代

以
降
'
こ
れ
ら
を
記
し
た
年
表
と
し
て
河
村
貞
山

『新
選
和
漢
洋
年

契
』

(木
版
'
東
京

･
文
求
堂
書
店
'
明
治
三
八
年
=

1
九
〇
五
)

を
挙
げ
ら
れ
､
近
年
'
こ
れ
ら
各
項
目

(名
称
)
を
解
説
し
た
も
の

と
し
て
衰
珂
著

･
鈴
木
博
訳

『中
国
神
話

･
伝
説
大
事
典
』

(大
修



館
書
店
'

一
九
九
九
年
)
が
出
さ
れ
た
｡

(4
)
手
許
の
藤
島
達
朗
･野
上
俊
静
編
『東
方
年
表
』
(平
楽
寺
書
店
)参
照
｡

平
田
俊
春
氏
は
'
｢帝
王
編
年
記
の
紀
年
｣
に
つ
い
て
'
｢今
日
は
'
『史

記
』
に
よ
り
神
武
元
年
を
周
の
恵
王
十
七
年
に
対
比
す
る
の
が
確
説

に
な
っ
て
い
る
が
'
我
が
国
の

『年
代
記
』
の
流
れ
の
中
で
は
周
の

倍
王
三
年
説
が
古
く
は
有
力
で
あ
っ
た
｣
と
し
て
'
多
く
の
史
料
-

実
例
を
挙
げ
て
い
る

(平
田

『私
撰
国
史
の
批
判
的
研
究
』
国
書
刊

行

会

'

二

二

五
-
〓

l二

1
ペ
ー
ジ
)
.

(5
)
『東
寺
王
代
記
』
(続
群
書
類
従
巻
八
五
六
-
刊
本
二
九
輯
下
)
で
は
'

日
本
天
皇

(神
武
か
ら
南
北
朝
期
の
後
光
厳
に
及
ぶ
)
の
即
位
年
に

対
し
て
'
そ
れ
ぞ
れ
中
国
王
朝
の
該
当
年
を
注
記
し
て
い
る
が
'
そ

の
注
記
は
､概
ね
神
武

(
こ

～
継
体

(二
七
)
に
つ
い
て
は
本
書

(日

本
帝
皇
年
代
記
)
の
場
合
と

1
致
し
て
い
る
.
な
お
同
書

(東
寺
王

代
記
)
で
は
'
〟

仏

(滅
)
後
～
年
″

な
る
注
記
は
な
い
｡

(6
)
特
に
藤
井
貞
幹

『異
号
年
表
』

(淡
路

･
洲
本
町
大
村
純
道
蔵
本
'

史
料
編
纂
所
写
本
)
'
久
保
常
晴

『日
本
私
年
号
の
研
究
』

(吉
川

弘
文
館
)
所
収

｢第

1
章

日
本
の
い
わ
ゆ
る
古
代
年
号
｣
'
所
功

『年
号
の
歴
史
』

(雄
山
閣
出
版
)
所
収

｢第
二
章

ま
ぼ
ろ
し
の

〟

九
州
年
号
″

｣
参
照
｡

(7
)
こ
の
箇
所
の
年
号
に
つ
い
て
'
｢正
智
｣
と
表
記
し
た
史
料
と
し
て

他
に

『永
光
寺
年
代
記
』
(石
川
県
羽
咋
市
永
光
寺
所
蔵
､
史
料
編

某
所
写
異
帳
)
を
'ま
た

｢正
知
｣
と
表
記
し
た
も
の
に

『王
代
記
』

(甲
斐

･
八
幡
山
普
賢
寺
伝
来
'
『山
梨
県
史

資
料
編
6
』
中
世
3

上
-
県
内
記
録

一
五
〇
頁
)
や

『和
漢
年
代
記
』
(前
出
)
中
巻
を

見
出
せ
る
｡

山
口
=
『日
本
帝
皇
年
代
記
｣
に
つ
い
て
ー
人
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
-
(上
)

(8
)
こ
の
年

(己
丑
'七
四
九
年
)
は
'四
月
十
四
日
に

｢天
平
｣
(二
十

1

年
)
か
ら

｢天
平
感
宝
｣
へ
'七
月
二
日
に

｢天
平
感
宝
｣
か
ら

｢天

平
勝
宝
｣
へ
改
元
し
た
｡
日
本
の
年
号
は
'
｢大
宝
｣
(七
〇
一
～
)

以
後
定
着
し
た
が
'
同

一
年
内
で
二
度
改
元
し
た
の
は
'
こ
の
年
の

み
で
あ
る
｡

(9
)
な
お
近
年
刊
行
さ
れ
た

『日
本
史
人
物
生
没
年
表
』

(日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
'

1
九
九
七
年
)
は
'
古
代
～
近
代
の
人
物
の
生
没
に
つ
い

て
月
日
ま
で
入
れ
て
あ
り
'
ま
こ
と
に
便
利
で
あ
る
｡

(10
)
南
都
六
宗
の
憎
で
'
本
書
に
お
い
て
生
年

･
没
年
双
方
を
記
さ
れ
た

も
の
と
し
て
､
法
相
宗
の
尊
珠
と
明
詮
､
三
論
宗
の
安
淳
を
拾
え

る
｡

(11
)
具
体
的
に
は
'
孔
子

(春
秋
時
代
'
儒
教
の
始
祖
)
を
は
じ
め
'
天

台
大
師

(=
智
顕
｡
隔
'天
台
宗
の
開
祖
)
'南
山
大
師
=
道
宣

(唐
､

南
山
律
宗
の
始
祖
)
'
普
導

(隔
'
浄
土
教
の
大
成
者
)
'
玄
笑

(唐
､

法
相
宗
の
開
祖
)
､
金
剛
智

(真
言
宗
付
法
の
第
五
祖
｡
唐
､
中
国

密
教
の
始
祖
)
'

一
行

(唐
'
密
教
憎
'
科
学
者
)
'
悪
果

(唐
'
異

吉
宗
付
法
の
第
七
祖
｡
空
海
の
師
)
'
清
涼
大
師

(清
涼
国
師
=
澄

観
｡
唐
'
華
厳
宗
の
第
四
祖
)
を
挙
げ
ら
れ
'
そ
の
生
没
記
事
も
概

ね
妥
当
だ
と
い
え
る
｡
な
お
当
時
の
外
国
人
で
､
生
没
双
方
の
記
事

が
あ
る
も
の
と
し
て
'
そ
の
他
'
杜
子
葉

(=
杜
商
｡
唐
､
詩
人
)
､

白
楽
天

(-
自
居
易
｡
唐
'
詩
人
)
'
善
無
畏

(唐
に
密
教
を
伝
え

た
イ
ン
ド
憎
)
'
不
空

(唐
'
中
国
密
教
の
大
成
者
'
異
吉
宗
付
法

の
第
六
祖
｡
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
)
を
拾
え
る
｡

因
み
に

『和
漢
年
代
記
』
(光
前
寺
所
蔵
'
前
出
)
は
'
本
書

『日

本
帝
皇
年
代
記
』
よ
り
相
当
多
く
中
国
関
係
の
記
事
を
も
ち
'
生
没

三
三



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

記
事
も
多
い
が
'
右
の
人
々
の
生
没
記
事
に
つ
い
て
点
検
す
る
に
'

実
は
殆
ど
没
年

(月
日
)
記
事
の
み
で
'
生
没
双
方
を
記
し
た
例
は

僅
か
で
あ
る

(孔
子
'
杜
甫
'
自
居
易
の
三
例
)
｡

(12
)
最
近
'
整
備

･
刊
行
さ
れ
た

『島
津
家
文
書
目
録
』
全
三
冊

(史
料

編
纂
所
'
二
〇
〇
〇
年
完
結
)
'
『宮
崎
県
史
資
料
目
録

第
四
巻

-
都
城
島
津
家
所
蔵
関
係
資
料
I
』
(宮
崎
県
総
務
部
'
二
〇
〇
三
年
)

を
通
覧
｡

(13
)
こ
の
事
項
は
'
校
正

(校
合
)
の
結
果
'
朱
線
で
も
っ
て
前
年
に
移

動
し
て
い
る
｡
.
こ
の
二
事
項

(玄
笑
入
滅
'
唐
高
宗
麟
徳
元
年
)

は
'
確
か
に
前
年

(甲
子
'
六
六
四
年
)
の
方
が
正
し
い
｡

(補
注
1
)
年
代
記
に
声
点
の
見
え
る
例
と
し
て
'
他
に
例
え
ば

『皇
年
代

私
記
』
(柳
原
前
光
氏
原
蔵
'
史
料
編
纂
所
写
本
)
が
あ
る
が

(神

武
天
皇

～
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〔図2〕 入来院家所蔵 『日本帝皇年代記』の表紙

(タテ28.4cm ヨコ18.8cm)

長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
四
号

(二
〇
〇
四
年
三
月
)

■一
′ヽ



∫.I-,
･gy
Jも

I.I/>L

ー_一一-･一一一一･一■-〟

〔図3〕 入来院家所蔵 『日本帝皇年代記』の冒頭
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〔図5〕 入来院家所蔵 『日本帝皇年代記』の部分 (声点の例､天皇名に対して｡表記法は注2参照)
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